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名 前 国 籍 性別 入寮時の言語レベル インタビュー回数
P さん フィリピン 男性 日本語レベル中上級 3 回（1 回約 2 時間)
A さん インド 男性 日本語レベル日本語学習経験無し 2 回（1 回約 2 時間)






留学生（約60か国・地域），約 4 割が日本人学生で，留学生の 1 年次は全員，寮の居住が義務付け
られている。寮の共通言語は日本語と英語であり，会議などでは両言語が使用されている。部屋は







本研究の調査対象者は混住寮◯に居住する 3 名で，属性とインタビューの実施状況は表 1 の通
















今回インタビューを行った 3 名は，全員寮生時代に RA から様々なサポートを受け，自分自身
のロールモデルとする RA に憧れて，RA になろうと決意していた。
RA になって最初の 1 期目（半年間）は「RA 新人」の時期に当たる。RA になった学生は，全
員まず 1 週間の研修を受け，RA の基本的な知識，スキル，心構えなどを学ぶ。RA の主な活動は




























れていた。このことから，混住寮◯の RA 組織は，「実践共同体」とみなすことができ，図 1 の参
加のプロセスは，役割の変化とともに進展する周辺的参加から十全的参加へのプロセスとして捉え
ることができると言える。
次に，KJ 法の分析結果をもとに，どのような要因が RA の学びに影響を与えているかについて
考察する。
. 学びを促進する要因
3 名（P さん，A さん，H さん）のインタビュー結果を KJ 法で分析し，個別に図解化した結果，
学びを促進する主な要因として「ロールモデル」と「省察」の二つが重要であることが明らかにな
った。ここでは，一例として P さんの図解化（図 2）をもとに，KJ 法の分析結果を示す。
―  ―
図 KJ 法の分析結果（P さんの例)




に重要であると捉えていた。また，P さんは RA の活動について「自分の限界まで仕事に集中した」
と話しているが，その寮での P さんの実践を支えていたのは，◯「良いロールモデルになりたい」
という強いモチベーションであることが分かった。





（インタビュー例 1, 2, 3）。特に，インドからの留学生の A さんは，来日前に日本語の学習経験が
全く無かったため，来日後すぐにカルチャーショックとホームシックになり，寮の部屋に引きこも
―  ―






















また，この 3 名は自分自身が RA になった時に，寮生からロールモデルとして見られているこ
とを常に意識しており，「良いロールモデルになりたい」という強い意志を持っていることが明ら





















































































3 名全員が RA の成長のために非常に重要であると認識していたのが「省察」である。インタビ
ューにおいても，P さんと A さんは間違いや失敗をした時，「省察」をすることで気づきが生まれ，























































事例 1 のルームメイトトラブルは，P さんが RA になりたての時に起こったものである。1 回目
の対応で失敗したこともあり，個人や他の RA との対話を通した「省察」が複数回行われていた。
P さんは，同じ寮に住んでいる RA の仲間とは常に情報を共有し，色々なケースについて日常的に
話し合っていると語っており，他者との対話を通した「省察」が頻繁に行われていることが窺える。





省察の機会 フォーマル・インフォーマル 媒 体 内容・時期など
◯ 事例シート フォーマル 文書 特に問題があったケースなど
◯ 報告シート（WEB） フォーマル 文書 主にイベント実施時
◯ RA 会議 フォーマル 口頭 週 1 回実施（RA 全員）




◯ 元 RA インフォーマル 口頭・メールなど 過去のケースへの対応，相談など
◯ RA 同士 インフォーマル 口頭 RA の活動全て（日常的）
◯ 寮生 インフォーマル 口頭 フロアの問題，イベントなど
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